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柔
ら
か
な
光
と
爽
や
か
な
風
が
吹
き
渡
る

蔵
王
町

蔵
王
町

どれも違う表情で魅了するどれも違う表情で魅了する
奥深い伝統こけしの世界奥深い伝統こけしの世界 東北の伝統こ

けしがずらりと
並んでいます

　蔵王町の農産物生産者や地場産品の紹介・販
売が行われ、生産者と消費者の交流を深く感じられ
ます。ステージではコンサートや歌謡ショーなど開催
予定。蔵王町の魅力がたっぷり味わえます。

蔵王町産業まつり
10月上旬

会場／蔵王町ふるさと文化会館（ございんホール）
問／蔵王町農林観光課 tel.0224-33-2215

秋

　

蔵
王
山
麓
の
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
モ

ダ
ン
な
外
観
が
印
象
的
な
蔵
王
町「
み
や
ぎ
蔵

王
こ
け
し
館
」。１
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

東
北
の
伝
統
こ
け
し
と
木
地
玩
具
５
５
０
０

点
を
、
系
統
別
に
分
か
り
や
す
く
展
示
し
て

い
る
ほ
か
、
工
人
が
実
際
に
使
用
し
て
い
る

道
具
や
足
踏
み
ろ
く
ろ
、
二
人
び
き
ろ
く
ろ

な
ど
の
貴
重
な
資
料
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
け
し

工
人
に
よ
る
ろ
く
ろ
び
き
の
実
演
も
行
っ
て

お
り
、
絵
付
け
体
験
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
可
能
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
も
備
え
、
遠
刈
田

系
こ
け
し
を
中
心
と
し
た
作
品
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

▲

蔵王町遠刈田こけし
まつりの様子

▲大きな伝統こけしも入れて
仲良く記念撮影

水
守
り
の
郷
雄
大
な
自
然
笑
顔
に
な
れ
る
景
色

七
ヶ
宿
町

七
ヶ
宿
町

炭酸泉で体の芯から炭酸泉で体の芯から
温まってリラックス温まってリラックス お湯にきれいな炭

酸ガスだけを溶かし
た「人工炭酸泉」

　七ヶ宿ダムがある「水源の町・七ヶ
宿」を体現しているキャラクター。好き
な食べ物は、七ヶ宿源流米やまのし
ずく、リンゴ、そばなど。

源流ポッチョン

　「水源の町・七ヶ宿」の雄大な自然と水の大切さを
感じてもらおうと開かれる秋恒例のイベント。赤や黄
に色付いた山 を々眺めながら七ヶ宿湖畔約12㌔の
ウオーキングが楽しめます。参加は事前申し込み制。

七ヶ宿湖一周ウオーキング
10月下旬

会場／七ヶ宿湖周辺
問／七ヶ宿町観光協会 tel.0224-37-2177

秋

　

カ
フ
ェ
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
が
集
ま
る
七
ヶ

宿
町
の「
な
な
い
ろ
ひ
ろ
ば
」。
１
０
０
％
町

の
木
で
造
ら
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
を
活

用
し
て
い
る
公
衆
浴
場「
Ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
＆
Ｓ
ｐ
ａ

や
・
す
ま
っ
し
ぇ
」に
は
、
ゆ
っ
た
り
漬
か
れ

る
浴
槽
の
ほ
か
、
お
湯
に
炭
酸
ガ
ス
を
溶
か

し
た
人
工
炭
酸
泉
、
サ
ウ
ナ
、
水
風
呂
を
備

え
て
お
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
最
適
。
風
呂

上
が
り
に
休
憩
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
ウ
ッ
ド

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
隣
接
し
た
図

書
館
併
設
カ
フ
ェ
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お

土
産
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
の
で
、
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
み
て
は
。

▲

隣の「Book&Cafe こ・らっしぇ」
では、生パスタなどの料理が楽
しめます

▲小上がりスペースで少し休憩

　蔵王の森に住む王様で、一説
には1182年の御釜誕生と同時
に生まれたとも。とても恥ずかし
がりやなので、これまで森の奥で
ひっそりと暮らしていたそうです。

ざおうさま

蔵
王
町
大
字
円
田
字
西
浦
北
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蔵王町公式
ホームページ

七ヶ宿町公式
ホームページ
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一
目
千
本
桜
の
ま
ち
お
お
が
わ
ら

大
河
原
町

大
河
原
町

紅
花
交
易
の
栄
華
を
し
の
ぶ
蔵
の
町
並
み

村
田
町

村
田
町

ブランド豚肉を味わいブランド豚肉を味わい
日帰り温泉でのんびり日帰り温泉でのんびり

往時のにぎわいをしのばせる往時のにぎわいをしのばせる
店蔵が並ぶ町並みを散策店蔵が並ぶ町並みを散策 「美肌の湯」とも

言われ、肌に優し
く染み渡ります店蔵と門が一対となり連続する景観が印象的

　頭は町花の桜、顔は町鳥の白鳥、
体は町木の梅がモチーフ。大河原町
の魅力を広く発信している幸運の花
を咲かせる妖精で、町内のイベントな
どに出没中。

さくらっきー

　耳がソラマメ、しっぽが紅花。とうも
ろこし「味来（みらい）」のポシェットを
下げている村田町のゆるキャラ。語尾
に「～りん」とつける話し方もキュート。

くらりん

　町の中央を流れる白石川沿いに樹齢約100年、
1200本ほどの約8㌔にわたる桜並木が続きます。
残雪の蔵王連峰、白石川の清流、鮮やかな桜並木
が絶妙な景色のハーモニーを醸し出します。

白石川堤一目千本桜
4月上旬～中旬

会場／大河原町金ケ瀬～柴田町船岡
問／大河原町商工観光課 tel.0224-53-2659

秋

　全国有数の生産量を誇るソラマメの即売会が開
かれるほか、熱々の炭火焼きが無料で振る舞われま
す。毎年、家族連れなどが参加し、人気なのが袋詰
め放題（有料）。会場は大いに盛り上がります。

におすすめのイベント

そら豆まつり
6月中旬

会場・問／道の駅村田 tel.0224-83-5505

夏

　

ご
当
地
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
和
豚
製
品
の
販
売

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が
楽
し
め
る
大
河
原

町
の「
と
ん
と
ん
の
丘　

も
ち
ぶ
た
館
」本
店

に
隣
接
す
る
日
帰
り
温
泉
施
設「
お
お
が
わ
ら

天
然
温
泉
い
い
湯
」。
古
民
家
風
の
館
内
で
は
、

源
泉
掛
け
流
し
の
湯
を
木
造
り
と
石
造
り
の

大
浴
場
と
露
天
風
呂
で
堪
能
で
き
ま
す（
週
替

わ
り
）。
食
事
処（
ど
こ
ろ
）「
四
季
彩
」も
あ
り
、

和
豚
も
ち
ぶ
た
を
使
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
予
約

制
で
個
室
も
利
用
可
。
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
を

楽
し
み
な
が
ら
会
席
料
理
を
味
わ
う
優
雅
な

時
間
を
過
ご
せ
ま
す（
予
約
は
２
人
以
上
で
３

日
前
ま
で
）。

▲

パペットむすび丸も堪能

▲「とんとんの丘 もちぶた館」で
バーベキュー

　

仙
台
と
山
形
を
結
ぶ
街
道
の
分
岐
点
に
あ

り
、
紅
花
な
ど
の
取
引
で
商
業
が
盛
ん
だ
っ

た
村
田
町
中
心
部
。
そ
の
古
い
蔵
の
町
並
み

が
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し

て
現
代
に
地
域
の
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

重
厚
な
店
蔵
と
門
が
連
な
る
通
り
を
散
策
す

れ
ば
、
ま
る
で
藩
制
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
。
特
に
豪
商
と

し
て
名
を
は
せ
た「
や
ま
し
ょ
う
」が
有
し
た

豪
勢
な
店
蔵
と
屋
敷
な
ど
の
建
造
物
を
見
学

す
れ
ば
、
当
時
の
繁
栄
ぶ
り
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
店
蔵
を
活
用
し
た
雑
貨

店
や
カ
フ
ェ
な
ど
に
も
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て

み
て
は
。

▲

フルーツコーンとも呼ばれる特産
品のとうもろこし「味来」

▲東北唯一の国際サーキット「スポー
ツランドSUGO」では、レンタルカー
トでのお試し走行体験が可能！

大
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大河原町観光サイト村田町の
観光案内サイト
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ふ
る
さ
と
の
風
薫
る

「
桜
の
楽
園
」千
年
先
ま
で
伝
え
た
い
桜

川
崎
町

川
崎
町

柴
田
町

柴
田
町

　極寒の清流にソバの実を浸し、寒風で乾燥させて
作った「寒ざらしそば」を町内5店で提供。清流に浸
す約2週間、揺すり作業をしてあくを抜き、これを製粉
して打ったそばは、のど越しが良く甘味があります。

みやぎ川崎産寒ざらしそば
3月上旬～4月下旬

会場／川崎町内の5店
問／川崎町観光協会 tel.0224-84-6681

春

　期間中は出店やマルシェ、夜桜ライトアップも行
い、一日を通して花見を楽しめます。船岡城址公園
名物の片道305㍍のスロープカーで桜のトンネルを
抜けると、山頂からの景色が圧巻です。

しばた桜まつり
4月上旬～中旬

会場／船岡城址公園、白石川堤 他
問／柴田町商工観光課 tel.0224-55-2123

春

　伊達政宗公の命を受け、慶長遣欧使節として
ヨーロッパを巡った支倉常長を顕彰。慶長遣欧使
節を再現した「常長パレード」が商店街を練り歩きま
す。武将隊の演武や郷土芸能の披露もあります。

支倉常長まつり
6月上旬

会場／川崎町役場前特設会場
問／川崎町地域振興課 tel.0224-84-2117

夏

　曼珠沙華（彼岸花）のまつり。45万本を超える曼
珠沙華が船岡城址公園を真紅に染め上げます。園
内には「赤富士」をかたどった群生スポットや、東北
では珍しい白い曼珠沙華も観賞できます。

まんじゅしゃげ

しばた曼珠沙華まつり
9月中旬～10月上旬

会場／船岡城址公園
問／柴田町商工観光課 tel.0224-55-2123

秋

　複数の種目が用意され、各所にビューポイントの
ある魅力あふれるコース設定が好評。釜房湖畔を
走る「ハーフマラソン」や2人1組でたすきをつないで
ハーフ完走を目指す「2人駅伝」などがあります。

川崎レイクサイドマラソン
9～10月

会場／川崎町内の各コース
問／川崎町生涯学習課 tel.0224-84-2311

秋

　「花のまち柴田」の一年を締めくくるイベント。船
岡城址公園とJR船岡駅前を約20万個の電飾で彩
ります。同公園ではライトアップされたスロープカー
が運行し、「音と光の演出」を体験できます。

しばたファンタジーイルミネーション
12月上旬～下旬

会場／船岡城址公園
問／柴田町商工観光課 tel.0224-55-2123

冬

柴
田
町
船
岡
中
央
2
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‐
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柴田町公式
ホームページ

川崎町公式
ホームページ



38……登米市
39……栗原市
40……大崎市
41……色麻町
42……加美町
43……涌谷町
44……美里町

37 36

仙台・松島エリア 三陸エリア 県南エリア 県北エリア

ま
る
っ
と
！
楽
し
い
！
丸
森
町

丸
森
町

丸
森
町

季節ごとに色を変える阿武隈川で季節ごとに色を変える阿武隈川で
心を癒やす舟旅を心を癒やす舟旅を 冬はこたつで温まりながら

渓谷美を眺められます

　蔵の郷土館「齋理屋敷」とその周辺に約1000
基の絵とうろうをともします。レトロ感漂う齋理屋敷の
雰囲気そのままに、一夜限りの特別な夜の幕が上が
ります。通りには夜店が並び、にぎわいます。

齋理幻夜
8月上旬

会場／蔵の郷土館「齋理屋敷」とその周辺
問／丸森町商工観光課 tel.0224-72-3017

夏

　

名
勝
・
奇
岩
が
多
い
阿
武
隈
川
の
渓
谷
を

屋
形
船
に
乗
っ
て
満
喫
で
き
る「
阿
武
隈
ラ

イ
ン
舟
下
り
」。
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
出
発

で
約
11
㌔
の
船
旅
を
楽
し
む
約
70
分
の「
周

遊
コ
ー
ス
」と
、
阿
武
隈
急
行
線
あ
ぶ
く
ま

駅
出
発
で
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
下
る
約

60
分
の「
あ
ぶ
く
ま
駅
コ
ー
ス
」の
２
コ
ー
ス

が
あ
り
、
廻
石（
め
ぐ
り
い
し
）や
弘
法
の
噴

水
、
聖
観
音
菩
薩
と
い
っ
た
見
ど
こ
ろ
を
巡

り
ま
す
。
春
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉
な
ど
四
季

折
々
の
雄
大
な
景
色
を
満
喫
で
き
、
秋
に
は

「
い
も
煮
舟
」、
冬
に
は「
こ
た
つ
舟
」な
ど
も

楽
し
め
ま
す
。

※
休
業
／
月
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

▲

秋は紅葉を見ながら芋煮を
楽しめる「いも煮舟」

▲丸森町観光交流センターに設置
されている「猫神様の鳥居」

　「水とみどりの輝くまち」丸森
町の杉、うぐいす、やまゆり、そし
て丸森町を流れる阿武隈川をイ
メージしたキャラクターで、丸森
町PR大使として活躍中。

しょこ丸

県南エリア

三陸エリア

仙台・松島エリア

県北エリア県北エリア
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丸森町公式
ホームページ
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う
ま
し
、た
く
ま
し
、登
米
市

登
米
市

登
米
市

フワフワジューシーな具の
油麩が絶品の名物丼油麩が絶品の名物丼
フワフワジューシーな具の 肉のようなボ

リューム感の油
麩丼（あぶらふ
どんぶり）

　登米市のもう一つの郷土料理「はっと」。小麦粉
を水で練ってゆで、スープに入れたり、あんに絡めた
りして味わえます。約30種のメニューが出品され、
はっと踊りやよさこい踊りのステージもあります。

日本一はっとフェスティバル
12月第1日曜

会場／迫中江中央公園
問／実行委員会（登米市観光物産協会）
　　tel.0220-52-4648

冬

　

冷
蔵
技
術
が
な
か
っ
た
頃
、
登
米
の
豆

腐
屋
が
考
案
し
た
と
伝
わ
る「
油
麩（
あ
ぶ
ら

ふ
）」。
小
麦
粉
の
タ
ン
パ
ク
質
成
分
の
グ
ル

テ
ン
を
油
で
揚
げ
た
麩
で
、
香
ば
し
く
弾
力

が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
油
麩
を
使
っ

て
、
旅
館
の
お
か
み
が
考
案
し
た
の
が「
油
麩

丼
」。
肉
が
苦
手
な
人
の
た
め
に
生
み
出
し
た

メ
ニ
ュ
ー
で
、
カ
ツ
丼
の
カ
ツ
の
代
わ
り
に

油
麩
を
使
用
し
、
そ
の
お
い
し
さ
が
地
域
一

帯
に
広
ま
り
ま
し
た
。
油
麩
に
た
っ
ぷ
り
と

ダ
シ
汁
を
吸
わ
せ
て
玉
子
と
絡
め
、
ネ
ギ
の

風
味
と
と
も
に
味
わ
う
こ
の
丼
料
理
は
、
ま

ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
今
や

全
国
的
な
知
名
度
を
誇
り
ま
す
。

▲

特産品のみそを使った
「みそアイス」

▲おいしそうな油麩丼にうっとり

ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
く
り
は
ら

栗
原
市

栗
原
市

栗駒山麓の大地に学ぶ栗駒山麓の大地に学ぶ
自然の恩恵と脅威の歴史

企画展などにより
栗駒山麓ジオパー自然の恩恵と脅威の歴史 クの情報を発信し
ています

　栗原市のマスコットキャラク
ターで、この地域の田んぼで
見掛ける刈り取った稲を棒掛
けして乾燥させる「ほんにょ」
がモチーフになっています。

ねじりほんにょ

　沼一面にピンクのハスの花が咲きそろい、船で約
20分の遊覧を楽しめます。ピンクと緑のカーペットを
縫うように進む船上からの風景を満喫してください。
乗船は有料で天候により中止の場合があります。

伊豆沼・内沼はすまつり
7月下旬～8月下旬

会場／伊豆沼・内沼
問／栗原市観光物産協会 tel.0228-25-4166

夏

　

雄
大
な
山
並
み
が
連
な
る
栗
駒
山
麓
エ
リ

ア
は
、
２
０
１
５
年
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
栗
原
市
の「
栗
駒
山
麓
ジ

オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
館
内

の
ジ
オ
ラ
マ
や
床
一
面
の
空
中
写
真
な
ど
の

展
示
か
ら
、
栗
駒
山
麓
の
大
地
の
成
り
立
ち

や
地
形
の
特
徴
、
生
態
系
、
人
々
の
営
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
８

年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
を
は
じ
め
と
し
た

自
然
災
害
の
記
録
か
ら
、
防
災
・
減
災
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
が
得
ら
れ
ま
す
。

シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
の
４
０
０
イ
ン
チ
２
画
面
の

超
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
大
迫

力
の
映
像
も
必
見
で
す
。

▲

超大型スクリーンの映像を観賞

▲栗駒山の紅葉は自然の
神秘を感じられます

　登米市の形をした郷土料理
「はっと」の体に、お椀の帽子、
ニンジンのほっぺ、油麩の腕、足
はネギ、尻尾はジャガイモとおい
しそうな見た目になっています。

はっとン

迫
町
佐
沼
字
中
江
2
‐６‐１

℡
0
2
2
0
‐
2
3
‐
7
3
3
1

栗
原
市
築
館
薬
師
1
‐７‐１

℡
0
2
2
8
‐
2
2
‐
1
1
5
1

栗原市公式
観光サイト

登米市観光・
プロモーションサイト
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宝
の
都く
に・
大
崎

大
崎
市

大
崎
市

大崎の名産が集まる蔵で大崎の名産が集まる蔵で
巨大な釜神様がお出迎え巨大な釜神様がお出迎え

醸室のシンボル「釜神さま」

　伊達政宗公が青年期を過ごした岩出山のまつり。
メインイベントの武者行列は1000人以上が参加し、
政宗公が兵を率いて岩出山から上洛したときの様子
を再現します。すずめ踊りなどのステージもあります。

政宗公まつり
9月

会場／岩出山南町商店街通り 他
問／政宗公まつり協賛会
　 （大崎市岩出山総合支所地域振興課）
　　tel.0229-72-1215

秋

　

大
崎
市
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
「
Ｄ
o
z
o

土
蔵
」は
、
同
市
中
心
部
に
あ
る
古
い
酒
造
の

建
物
を
利
用
し
た
商
業
施
設「
食
の
蔵
醸
室

（
か
む
ろ
）」内
に
開
設
さ
れ
、
地
元
の
特
産

品
や
工
芸
品
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
地
域
自
慢
の
お
米
は
も
ち

ろ
ん
、
地
酒
や
発
酵
食
品
、
郷
土
料
理
の
し

そ
巻
き
、
鳴
子
こ
け
し
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
品
ぞ
ろ
え
で
、
思
わ
ず
目
移
り
し
そ
う
。

同
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
パ
タ
崎
さ
ん
」の

公
式
グ
ッ
ズ
も
多
彩
に
取
り
そ
ろ
え
、
こ
こ
に

し
か
な
い
も
の
も
。
ふ
わ
ふ
わ
で
、
ず
っ
と
触
っ

て
い
た
い
！
見
た
目
も
キ
ュ
ー
ト
な
も
ふ
も
ふ
パ

タ
崎
さ
ん（
ぬ
い
ぐ
る
み
）が
人
気
商
品
で
す
。

▲

国道47号沿いにある、道の駅「あ・
ら・伊達な道の駅」で少し休憩

▲パタ崎さんグッズを紹介する
パタ崎さん

緑
豊
か
な
自
然
が
い
っ
ぱ
い
か
っ
ぱ
の
ふ
る
さ
と

色
麻
町

色
麻
町

地元で愛される温泉施設で地元で愛される温泉施設で
のんびりリフレッシュ時間のんびりリフレッシュ時間

色麻町の景色と透き通った空気を楽しめる露天風呂

　色麻町に伝わるカッパ伝説ゆかりの
キャラクター。その名の通り活発で陽気
な性格なので、妹の麻子ちゃんと一緒
に町の行事に楽しく参加しています。

活平くん

　夏の一大イベント。地域を元気にする多彩な催
事内容で来場者を迎えます。このたび新調し、3代目
となる町のマスコットキャラクター「活平（かっぺい）く
ん」も登場。みんなで会いに行きましょう。

かっぱのふるさと祭り
7月

会場／色麻町役場前広場
問／実行委員会（色麻町企画情報課）
　　tel.0229-65-2127

夏

　

船
形
連
峰
を
間
近
に
望
む
地
に
あ
り
、
色

麻
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

日
帰
り
温
泉
施
設
と
し
て
町
外
か
ら
も
多
く

の
利
用
者
で
に
ぎ
わ
う「（
色
麻
町
）平
沢
交
流

セ
ン
タ
ー  

か
っ
ぱ
の
ゆ
」。
ア
ル
カ
リ
性
の

源
泉
掛
け
流
し
の
湯
は
、
ま
ろ
や
か
で
肌
に

優
し
く
、
保
温
保
湿
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

船
形
連
峰
を
望
む
露
天
風
呂
が
特
に
人
気
。

時
間
を
忘
れ
て
じ
っ
く
り
入
浴
す
れ
ば
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
１
０
０
畳
の
大

広
間
や
食
事
処（
ど
こ
ろ
）な
ど
、
温
泉
以
外

の
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
地
元
の

新
鮮
な
食
材
が
届
く
農
産
物
直
売
所「
平
沢
穀

菜
セ
ン
タ
ー
」も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

▲

一息つく活平くん

▲色麻ブランドの特産品
「えごま」

　大崎市に飛来するマガンの男の子
でシベリア出身。大崎の魅力をたくさん
リュックに詰め込んで、大崎はもちろん
日本中をパタパタ飛び回っています。

パタ崎さん

大
崎
市
古
川
七
日
町
１‐１

℡
0
2
2
9
‐
2
3
‐
7
0
9
7

色
麻
町
四
竃
字
北
谷
地
４１

℡
0
2
2
9
‐
6
5
‐
2
1
2
8

大崎市公式
ホームページ

色麻町公式
ホームページ
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Ｃコ

ン

フ

ィ

デ

ン

ト

ｏ
ｎ
ｆ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉイ

ンｎ
Ｋカ

ミ

ａ
ｍ
ｉ
Ｔタ

ウ

ン

ｏ
ｗ
ｎ

加
美
町

加
美
町

人気キャラが生まれた人気キャラが生まれた
創作活動の現場を再現創作活動の現場を再現 人気漫画「ぼの

ぼの」をより楽し
めるスペース

　バッハのような髪型をした虎の子で、
加美町公認キャラクター。同町観光
PR担当係長心得として、加美町のに
ぎやかな場所に出没しているとか。

かみ～ご

　哀調を帯びた笛の音と勇壮な太鼓のおはやしに合
わせ、山車とともに虎が練り歩き、各家の防災や家内
安全を祈願する伝統行事。県の無形民俗文化財
に指定され、毎年、大勢の見物客が集まります。

はつうま

初午まつり 火伏せの虎舞
4月29日

会場／中新田花楽小路 他
問／初午まつり実行委員会（加美町産業振興課）
　　tel.0229-63-6000

春

　

漫
画
や
ア
ニ
メ
作
品
な
ど
で
、
子
ど
も
も
大

人
も
幅
広
く
魅
了
し
て
い
る「
ぼ
の
ぼ
の
」の

作
者
、い
が
ら
し
み
き
お
先
生
は
加
美
町
出
身
。

こ
の
大
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
生
ま
れ
た
背
景

や
作
品
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る「
い

が
ら
し
み
き
お　

ぼ
の
ぼ
の
館
」が
２
０
２
２

年
３
月
、
加
美
町
中
新
田
図
書
館
の
一
角
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
目
玉
は
、
い
が
ら
し
先

生
の
寄
贈
品
に
よ
る
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
た

仕
事
場
で
、「
忍
ペ
ン
ま
ん
丸
」な
ど
の
漫
画

も
多
数
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
出
し
に

も
先
生
の
愛
用
品
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
描
き

下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
や
原
画
も
展
示
さ
れ
て
お

り
、
フ
ァ
ン
の
聖
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲

ぼのぼの館は町の中新田
図書館内で楽しめます

▲「ぼのぼのベンチ」は中新田
図書館周辺の商店街にも設
置されています

「
黄
金
九
百
両
の
里
」へ
よ
う
こ
そ

涌
谷
町

涌
谷
町

奈良の大仏を輝かせた奈良の大仏を輝かせた
金産地の名残を体感金産地の名残を体感

「天平ろまん館」で
は、砂金採り大会
や企画展示会など
も開催されます

　東北各県や北海道などから力自慢の馬30頭ほど
が出場。階級ごとに異なる重りをそりに載せ、全長
120㍍のコースを全力で駆け抜け、タイムを競いま
す。人馬一体の迫力あるレースに、観客から歓声と
拍手が沸き起こります。

東北輓馬競技大会
4月第３日曜

会場／城山公園下の江合川河川敷特設コース
問／涌谷町まちづくり推進課 tel.0229-43-2119

春

　

奈
良
時
代
に
金
の
採
掘
が
盛
ん
に
行
わ
れ

た
、
国
史
跡
で
あ
る
涌
谷
町「
黄
金
山
産
金

遺
跡
」。
そ
の
歴
史
を
展
示
資
料
や
体
験
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

場
が「
天
平
ろ
ま
ん
館
」で
す
。
常
設
展
示
で

は
、
東
大
寺
の
大
仏
に
鍍
金（
と
き
ん
）し
た

金
を
産
出
し
た
陸
奥
国
小
田
郡（
む
つ
の
く
に

お
だ
ぐ
ん
）の
歴
史
を
紹
介
。
大
仏
開
眼
を
描

い
た
平
山
郁
夫
氏
の
陶
板
画
も
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
浅
い
お
椀（
わ
ん
）状
の
容

器
を
使
う〝
椀
が
け
法
〞に
よ
る
砂
金
採
り
体

験
も
人
気
。
採
取
し
た
砂
金
は
、
小
さ
な
容

器
に
入
れ
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
に
し
て
持

ち
帰
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

▲

「天平ろまん館」に隣接する黄金
山神社

▲わくや万葉の里ならではの
お土産も購入可能

　涌谷町の町花である“さくら”
がモチーフの観光PRキャラク
ター。日本初の産金地であるこ
とにちなみ、ゴールドの裃（かみ
しも）を羽織っています。

城山の金さん

加
美
町
字
西
田
3
‐５

℡
0
2
2
9
‐
6
3
‐
6
0
0
0

涌
谷
町
字
新
町
裏
1
5
3
‐
2

℡
0
2
2
9
‐
4
3
‐
2
1
1
9

涌谷町公式
ホームページ

加美町公式
ホームページ
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美
し
い
里
美お

い味
し
い
里
癒
し
の
里

美
里
町

美
里
町

故郷に帰ってきた心地で故郷に帰ってきた心地で
ログハウスの休日を満喫ログハウスの休日を満喫 開放感たっぷり

のログハウス

　美里町合併10周年記念事業によ
り誕生した町公認キャラクター。五穀
豊穣（ほうじょう）をつかさどる大地の
神様が生みの親で、豊作成就の申し
子として愛されています。

みさとまちこちゃん

　旬を迎える9月に開催。フェア期間中は町内外の
飲食店や直売所で北浦梨を使ったメニューや商品
が提供され、町の特産品が当たるスタンプラリーもあ
ります。町内の梨農園では梨狩りも楽しめます。

美里町北浦梨フェア
9月

会場／町内外の北浦梨販売店や飲食店 他
問／美里町産業振興課 tel.0229-25-3329

秋

　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
大
崎
耕
土

の
広
大
な
田
園
風
景
を
背
景
に
、
木
の
ぬ
く

も
り
に
包
ま
れ
る
よ
う
な
滞
在
が
楽
し
め
る

「
美
里
町
交
流
の
森
・
交
流
館　

で
ん
え
ん

土
田
畑
村（
ど
た
ば
た
む
ら
）」。
星
座
の
名
前

が
付
い
た
４
棟
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
と
、
研
修
棟
、

会
議
室
や
食
事
会
場
と
な
る
メ
イ
ン
交
流
館

が
利
用
で
き
ま
す
。食
材
を
持
ち
寄
っ
て
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
も
よ
し
、
身
体
一
つ
で
集

ま
り
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
所
や
宴
会
会
場
に
使
う

も
よ
し
。
こ
こ
で
の
過
ご
し
方
は
自
由
。
近

隣
の
農
場
で
収
穫
体
験
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
の
も
お
勧
め
で
す
。
田
園
生
活
を
楽
し

ん
で
み
て
。

▲

安産の神様として知られている
「山神社（やまのかみしゃ）」は
町の象徴的な存在

▲客室は全て一戸建てで貸し切り

美
里
町
牛
飼
字
御
蔵
新
田
93
‐
4

℡
0
2
2
9
‐
2
5
‐
3
3
2
9

美里町公式
ホームページ


